特定入居希望理由書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

太枠内を記入してください。

	住宅名
	
	部屋番号
	

	氏　名
	
	連 絡 先
	

	世帯員の状況
	

	特定入居を希望する理由

	

	特定入居理由該当の有無

該　当

非該当
	１（１）
	入居者の　増　減　（　　　　　人）

	
	１（２）
	満７５歳以上　　　（　　　　　歳）

	
	
	要　　介　　護　　（要介護　　　）

	
	
	医師の診断（　　　　　　　　　　）



↓↓
　　担当　　　決裁。　転居先住戸に空きが生じた場合に入居者に連絡。
　　　　　　　　　↓↓
　　入居者　　『入居申込書』提出（住民票・所得証明書・納税証明書添付）
　　　　　　　『市営住宅返還届』提出

　　　　　　　　　↓↓

　　担当　　　決裁。　決裁の旨を入居者に連絡。

　　　　　　　　　↓↓

　　入居者　　入居許可関係書類提出。　許可書・鍵受取り。　引っ越し。

　　　　　　　引っ越しより1か月以内に退去検査。
１．特定入居の事由について


　（１）同居者の人数に増減があったこと


　　　　・２DK　の入居者：同居者の増加で３人以上の世帯になった場合


　　　　・３LDKの入居者：同居者の減少で２人以下の世帯になった場合


　　　　　⇒　入居申込書等により、入居当時の人数を確認する。


（２）入居者または同居者が、身体の機能上の制限を受ける者となったこと


　　　　・満７５歳以上になったこと


　　　　・要介護１以上になったこと　⇒ 介護保険被保険者証の添付


　　　　・医師の診断により、階段の昇降が困難であると認められること


　　　　　⇒　階段の昇降が困難である旨の医師の診断書を添付


２．特定入居対象住戸について


　　・原則として、入居中の住戸と同一住宅内の住戸とする。


　　・１（２）の事由による場合は、１階の住戸に入居するものとする。


３．特定入居の時期について


　（１）入居者から申し出から、１月以内に該当の有無を決定する。


　（２）特定入居該当の決定後、３月以内に同一住宅内に入居対象の住戸がみつからなかった場合、他の住宅の住戸への入居を認めるものとする。


　　※　入居募集住戸への通常申込みによる抽選への参加も可。


４．その他


　　・通常の退去および入居にかかる手続きを行い、それに伴う費用は、入居者がすべて負担する。


　　・転居元住戸の明渡しは、転居先住戸への入居から1か月以内に行う。


　　・転居した日から新（転居先）住戸の家賃を賦課し、転居前日まで旧（転居元）住戸の家賃を賦課する。（それぞれ日割り計算とする。）


　　・敷金については、新（転居先）住戸の家賃で計算し直し、不足が出た場合のみ、不足分を徴収する。
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